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第１章 厳格な成績評価と教育インフラの整備 
   ～理念、目的、活用の意義、米事例 

□ 大学教育の品質保持管理 
国際基督教大学 学長  絹川 正吉 

□ 米大学におけるGPA制度とその運用 
桜美林大学 教学担当副学長・教授  諸星 裕 

 

第２章 ＧＰＡ運用と学習支援システムの実際 

   ～評価基準、運用方法、具体策としての各種制度    

□[桜美林大学］GPAの運用と教務運営の実際 
教務部長・文学部助教授高村 麻実 

□[山梨大学工学部］退学勧告制度の導入と教育責任 
工学部教授・前教務委員長古川 進 

□[青森公立大学］建学理念としての GPA制度―開学 10年の実績 
経営経済学部長・教授 吉原 正彦 

□[東京電機大学] 情報環境学部における学習の“自立・主体化”と GPA運用 
   情報環境学部長 中村 尚五 
□[広島市立大学］厳格な成績評価を支える制度と新しい学習・評価 
学長補佐・情報科学部教授森末 道忠 

□[筑波大学]工学システム学類における GPAの実際 
   機能工学系教授・アドミッションセンター 白川 友紀 
□[徳島大学］工学部におけるアウトカムズ評価 
工学部教授 英 崇夫 

□[上智大学]成績評価のグローバルスタンダード化と GPAの取り組み 
   学事部長・文学部教授 山本 浩 

 

第３章 資料編 
 
Ａ 関連答申等 
Ｂ 教育充実・成績評価への取り組み 
  1．大学における教育内容等の改革状況について 
  2．学校法人経営の充実・強化等に関する調査報告書 


